



2012年 1月 7日から日本で公開された犯罪スリラー映画の 『哀 しき獣』(ナ ･ホンジン
監督､37歳)は､中国延辺朝鮮族自治州を舞台に描いている1｡







事件のエピソー ドを盛 り込もうと主張したが､製作側 との折り合いがつかず断念 した経緯
があった｣という｡ ｢撮影終了後も､取材で仲良くなったソウルの刑事たちから朝鮮族が絡
んだ事件を多く耳にし｣､｢朝鮮族とはいったい何ものなのか｡ソウルにもたくさんいるは





2011年 7現在､韓国には全人口の 1パーセン トに相当する約 50万人の朝鮮族が､同年
9月現在ではソウル在住外国人の 66パーセントを占める 18万 6631人の朝鮮族がソウル
市内に居住 しており､決 して少ない規模ではない2｡朝鮮半島にルーツを持つ中国朝鮮族の
子孫たちが韓国に ｢里帰 り｣して働 く｡ ナ ･ホンジン監督はこれら朝鮮族を ｢とらえどこ




1 『産経新聞』2012年 1月 6日｡以下､『哀 しき獣』については同資料による｡
2 ｢中国の朝鮮族､人口の 1%を占める-多くは『3K』職場に-韓国｣(2011年 8月 2日､RecordChina､
http:/www.recordchina.co.jp/group.php?groupid=53210､同年 7月31日の韓国聯合ニュースによる)､



























孫春 日 『中国朝鮮族移民史』(中華書局､2009年)､李海燕 『戦後の ｢満州｣と朝鮮人社会一越境 ･
周縁 ･アイデンティティ』(御茶の水書房､2009年)､延辺朝鮮族史編写組編 『延辺朝鮮族史 (上)』
(延辺人民出版社､2010年)0
4 松村高夫 ｢日本帝国主義下における 『満州』-の朝鮮人移動について｣(慶応義塾大学 『三田学会雑
誌』63巻 6号､1970年)､李盛換 『近代東アジアの政治力学』(錦正社､1991年)､水野直樹 ｢朝鮮




5 水野直樹 ｢国籍をめぐる東アジア関係一植民地期朝鮮人国籍問題の位相｣(山室信一 ･古屋哲夫 『近
代アジアにおける東アジア問題』吉川弘文館､2001年)､許春花 ｢『満州事変』以前の間島における朝
鮮人の国籍問題｣(『朝鮮史研究会論文集』第 42号､2004年 10月)､孫春 日 (牛承彪訳)｢中国朝鮮
族における国籍問題の歴史的経緯について｣(前掲『東北アジア朝鮮民族の多角的研究』)､田中隆一｢『満
洲国』統治機構の形成と 『国民』の創出 在満朝鮮人問題を中心に｣(『日本史研究』第 511号､2005
年 3月)､小林玲子 ｢『韓国併合』前後における間島居住朝鮮人の法的地位 と帰化政策｣(『朝鮮学報』
第 197輯､2005年 10月)Oなお田中隆一 『満洲国と日本の帝国支配』(有志舎､2007年)は以下の
関係論文を収録 している｡｢満洲国民｣の創出と在満朝鮮人問題- ｢五族協和｣ と ｢内鮮一体｣の相勉
-｣(第 7章､初出は 『東アジア近代史』第 6号､2003年)､｢満洲国時期在満朝鮮人の 『対 日協力』
-ハルビンを事例に-｣(第 8章､初出は ｢『満州国』期ハルビン朝鮮人の 『対 日協力』｣､京都大学人
文科学研究所 『人文学報』第 91号､2004年)｡金美花 『中国東北農村社会 と朝鮮人の教育一吉林省延
吉県楊城村の事例を中心として (1930-1949年)』(御茶の水書房､2006年)
6 木村健二ほか ｢戦時下における朝鮮人の中国関内進出について｣(『青丘学術論集』第 23集､2003年
12月)｡木村論文の構成は以下のとお りである｡｢はじめに｣､｢第 1章 戦時期における朝鮮人の中国
大陸 "進出"｣(宮本正明執筆)､｢第 1章補論 『在女半島人名録』1942年版の統計分析｣(幸野保典)､
｢東 2章 帝国 日本の華北朝鮮人統治政策｣(申杢埜)､｢第 3章 天津における朝鮮人｣(幸野保典)､

















動 ･流入 ･居住 したのか､どのような経路で移動し､その人口､職業等はどうだったのか｡
戦時期における朝鮮人の中国関内進出について宮本正明氏は次のようにまとめている｡
･朝鮮人の中国進出




華北在留の朝鮮人は 1937年 6月末時点で8123名であったのが41年 6月未現在で 7万
1975名に達した｡とりわけ ｢前線-ノ進出拠点｣ である北京 ･天津では､従前の2000名
からそれぞれ約 2万名 ･8000名にのぼった (同時に移動率も極めて高かった)0
(華中 ･華南)
また華中 (･華南)においては､日中戦争以前の2171名から41年 10月現在 12万9159
名-と ｢激増｣ をみた｡上海は 36年末で 1797名､37年末で 714名 (｢第二次上海事変｣
の影響)､41年 10月現在で 5454名 と推移 し､南京は 35年 10月現在 240名であったの
が41･42年頃には約 500名､漢口は35年 10月現在 124名から40年頃には武漢三鎮 (漢
口･武昌 ･漢陽)で約 2000名 といわれる｡
(特徴)
こうした華北 ･華中の朝鮮人には､日本軍の進攻と占領地の拡大に随伴して軍の需要に
応 じる形で雑貨 ･運搬 ･旅館 ･飲食業 ･料理店 ･慰安所などの職種に携わる者が多く､統
計数値から戦線に近いほど｢日本人｣中の朝鮮人の比率が高くなっているとの指摘もある9｡





8 安成浩 ｢中国朝鮮族の国民化-の道 朝鮮族形成の歴史的背景に関する考察｣(『アジア遊学』No.92､
2006年 10月)58､59頁｡







-8万 4700人 (｢北支｣6万 5000人､｢中支｣1万 8000人､｢南支｣1700人)

























として ｢日本人 トシテノ優越感二依ル態度｣や ｢軍ノ威力ヲ楯羊 ｣ した ｢不正行為｣ など
とならび禁制品密売の従事が挙げられている∴なかには満洲国の治外法権撤廃により満洲
国から華北 ･華中に移ってモルヒネ ･-ロインなど麻薬の密輸 ･密売に手を染める者も少
なくなかった｡
(対応策)
10 前掲 ｢戦時下における朝鮮人の中国関内進出について｣第 1章 (宮本正明執筆)63､64頁｡
11 同前､65頁｡
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｢朝鮮人ハ真二厄介ナ存在｣ との ｢悪評｣ に対し ｢聖戦目的上放置シ得サル｣との危倶



























はずの阿片 ･麻薬業者 (自らも中毒者 となっている場合が多い)は最初から模範農村-の
移植を拒否されていた｡ したがって蓮台模範農村が朝鮮人不正業者の正業-の転業､中毒
12 前掲 『東洋文化研究』第3号､224､225頁｡





資業局業務課 (商工) 『昭和十四年十一月 蓮台朝鮮人模範農村労働力調査』 (吉林省社会科学院















































































21 前掲 ｢戦時下における朝鮮人の中国関内進出について｣第 1章の注による (77､78頁)0
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当時､天津では汽船を待つ華北の韓国人居留民 5､6万人の他に､･B本人捕虜､日本





























外交部は 1947年 1月 7日に制定した ｢核発韓僑居留証暫行耕法｣第 5条の規定によ
り､韓国人居留民は 13歳以上のものは居留証の発給を請求でき､第 7条の規定で､居
留証はそれぞれ流通券 100元の実費を徴収した. ､l
この規定は外交部の規定である外国人居留民居留証発給の年齢及び料金 と数字が異
なったので､統一させるため､外交部は韓国人居留民の居留証発給の年齢を7歳からと
改め､手続料金を国幣 3万元とした｡
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